









解 説 と 訳
安  田     淳
デοS砂力ο/4万吻α肋ゼα(1)




In Middle English literatureノοS砂力げ _4万ηαチア%ヮ,drawn from early part ofthe French Gヶと,σち
is the earhest alliterative poe■ unlike oth r poems of the alliterative revival in style,metre and
vocabulary  This poem,on the other hand,shows greatest artistry of author,no less than that
of the poems of the revival,in his quite free rendering of a long battle sequence in his source
Here l prOvide a Japanese translation of the poem (frOm the beginning to 1 554)under my































品は, T′99 Esチθゲ定 DぬSと7ゲ%チG瘍とoクgs″
Dι′S♂ゲガ Gttα′の二つの原典を基にして書き
改められたものである。ここでは原典の利用法
について立ち入る余裕はないが,DA.Lawton
によると,詩人はども｀チ0ゲ能を作品の骨組みの構
成に用いているようである。しかし,デοsの力そ
のものが単なる原典の翻訳以上の出来栄えであ
ることは,多くの人の認めるところであり,そ
のことは戦F,す]場面の描写 (489～614行)におい
て特にそうである。物語は, ヨゼフがサラスの
王エヴァラックを改宗させるという話であり,
基本的にはロマンスというよりは,ある種のロ
―-198-一
